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主催者挨拶 Opening Remark
内海 房子 Fusako Utsumi
国立女性教育会館 理事長 President, National Women’s Education Center
本日は、「平成 25 年度 NWEC 国際シンポジウム」に、多くの方においでいただきまし
たことを大変嬉しく存じます。海外からおこしいただきました基調講演者ならびにパネ
リストの皆様、そして国内外でさまざまな立場から女性のエンパワーメントのためのご
活動をされている方々に、お忙しいところお集まりいただき心よりお礼を申し上げます。
今年度の国際シンポジウムでは「男性にとっての男女共同参画」をテーマとして取り
上げました。日本では「第三次男女共同参画基本計画」において取組みが必要な新たな
領域のひとつとして、「男性・男児にとっての男女共同参画」が設定されました。国立女
性教育会館ではジェンダー平等を達成するためには、この問題が女性のみならず男性の
間でも広く共有されることが必要であるととらえています。この観点から議論を喚起す
べく国内外から専門家の方々を「NWEC 国際シンポジウム」の基調講演者やパネリスト
として招聘いたしました。
この小冊子には「NWEC 国際シンポジウム」の基調講演とパネルディスカッションの
資料が掲載されています。またシンポジウムに先だって会館が実施した国際研修である
「平成 25 年度アジア太平洋地域における男女共同参画推進官・リーダーセミナー」に参
加した 5 ヵ国 9 名の研修生が発表した各国の男女平等政策や取組みを分析したポスター
も収録しています。
本シンポジウムでの議論が参加者の皆様にとりまして、アジア太平洋地域における男
女共同参画を推進する際の一助となれば幸いです。
「NWEC 国際シンポジウム」の実施にあたり、ご後援くださいました文部科学省、内
閣府男女共同参画局、国際協力機構ならびにご協力いただいた関係者の皆様に厚く御礼
申し上げます。
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基調講演者プロフィール
カサンドラ・ケリー Cassandra Kelly
オーストラリア Australia
ポッティンガー（株）共同設立者＆共同代表取締役社長
Co-Founder and Joint CEO, Pottinger
カサンドラ・ケリー氏はポッティンガー社の共同設立者です。同社は一流の独立系投
資・戦略コンサルタント会社であり、真に戦略的な思考、商業的な洞察、金融の専門知
識、優れた実行力を統合したアドバイスをクライアントに提供しています。
ケリー氏は 10 年前に同社を共同で設立し、コンサルティングの新しいビジネスモデル
を開発、以後、自らの信頼性や倫理感や誠実さを保つことと、企業の最高幹部として働
くことが両立可能であることを実証してきました。同社は金融サービス企業としていく
つもの賞を受賞しており、効果的な技能の活用を重視し成果を上げた企業として、オー
ストラリア労働力生産性庁（Australian Workforce Productivity Agency）が挙げた 11 社のひ
とつに数えられています。
現職以前は、GMAC コマーシャル・ホールディング・アジア社（GMAC Commercial
Holding Asia）のヴァイスプレジデント兼日本 GMAC コマーシャル・モーゲージ社取締
役を務めていました。またドイツ銀行（Deutsche Bank：ニューヨーク、ロンドン）、HSBC
投資銀行（HSBC Investment Bank：ロンドン）、マッキンゼー・アンド・カンパニー
（McKinsey & Company：シドニー、ヨハネスブルク、ロンドン）で幹部職を歴任しまし
た。
ケリー氏はシドニー大学を卒業、慈善活動への貢献と社会正義への取組みで知られて
います。
2012 年、経営者、会社役員であり最も影響力のある 10 人の女性の 1 人として、フィ
ナンシャル・レビュー紙／ウェストパック銀行（Financial Review/Westpac）から「影響
力のある女性」（Women of Influence）賞を受賞しています。
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伊藤 公雄 Kimio ITO
日本 Japan
京都大学大学院文学研究科
Graduate School of Letters, Kyoto University
教授 Professor
1951 年埼玉県生まれ。京都大学大学院文学研究科博士課程修了。イタリア政府給費留
学生としてミラノ大学政治学部留学後、京都大学文学部助手、神戸市外国語大学外国語
学部助教授、大阪大学人間科学部助教授、教授などを経て、2005 年より現職。専攻は文
化社会学、ジェンダー論。京都大学女性研究者支援センター推進室長、京都大学男女共
同参画室副室長。主な社会活動として、日本スポーツ社会学会会長（2005~2009、2013~）、
日本ジェンダー学会会長（2007~）、関西社会学会会長（2007~2010）、内閣府男女共同参
画会議選 門調査会委員（2001~2011）、国連人口基金東京事務所アドバイザリー委員会
委員（2002~2010）、滋賀県男女共同参画審議会会長（2012~）京都男女共同参画審議会
会長、大阪府男女共同参画審議会会長（2013~）などがある。
主要業績
『「男らしさ」という神話』（NHK 出版、2003 年）
『「男女共同参画」が問いかけるもの――現代日本社会とジェンダー・ポリテイクス』（イ
ンパクト出版会、2003 年）
Gender , Transgender and Sexualities in Japan（共著、Routledge, 2005)
International Encyclopedia of Men & Masculinities,（編集委員、Routledge, 2007）
『ジェンダーの社会学』（放送大学教育振興会、2008 年）
Transforming Japan（共著、New York City University Press, 2011）
Gender and Welfare States in Eastern Asia Confucianism or Gender Equality（共著、
Macmillan, 2013）
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パネリストプロフィール
ラヴィ・K. ベルマ Dr. Ravi K. Verma
インド India.
国際女性問題研究センター アジアオフィス
International Center for Research on Women, Asia Regional
Office
地域統括ディレクター Regional Director
ラヴィ・K.・ベルマ博士は、インドのニューデリーにある国際女性研究センター
(International Center for Research on Women: ICRW）アジア地域事務所の地域ディレクター
です。この立場から、ベルマ博士は地方や地域における ICRW の研究活動を主導し、技
術的支援を提供し、能力を育成するとともに、DV 防止、女性の社会的地位向上の取組
みへの男性・男子の参加、性と生殖に関する健康、HIV/AIDS、経済開発など、様々な問
題についての政策論議に参加しています。ベルマ博士は、「インド 5 州における家族計画
サービスとケアの把握と質の改善」に関する研究から、何年にもわたる数々の政府系・
非政府系家族計画およびリプロダクティブ・ヘルス計画の評価にいたるまで、家族計画
および性と生殖に関する健康の分野で 25 年にわたり培った幅広いプログラム研究と評
価の経験を有しており、これらの経験を活かして活動しています。最も関心のある分野
は、ジェンダーの中心性、より大きなジェンダーという構図の一部としての男性と男ら
しさ、および RH におけるその応用です。このたび、インドの公立学校の 12 歳から 18
歳までの少年少女を対象に、暴力を減らし男女平等の規範を推進すること、またそれが
性と生殖に関する健康にどのような影響を与えるか評価することを目的とした、学校内
男女平等運動（Gender Equity Movement in Schools: GEMS）プログラムを立ち上げました。
このプログラムは現在、ジャールカンド州、西ベンガル州、ベトナムにまで拡大してい
ます。またベルマ博士は、この地域の多くの国でおこなわれている児童婚の防止に関す
る研究にも従事しています。学術刊行物も多く発表しています。
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佐崎 淳子 Ms. Junko Sazaki
日本 Japan
国連人口基金東京事務所長
United Nations Population Fund Tokyo Office Dierctor
世界銀行人口保健栄養部（ワシントン）、国連人口部、国連人口基金本部（ニューヨー
ク）、国連開発計画/国連ボランティア計画（ドイツ・ボン）、アジア・太平洋、中央アジ
ア、中南米・カリブ海、東ヨーロッパ地域で、人口と開発、リプロダクティブ・ヘルス/
ライツ、家族計画、女性の地位向上、ジェンダーの平等、HIV/エイズ、ガバナンス、持
続可能な開発、開発と平和構築、防災管理・災害対策、武装解除・動員解除・社会復帰
計画と女性、ボランティアリズム等に取組む。これまでの担当国は世界 120 ヵ国以上に
のぼり、開発途上国では中国 、モンゴル、北朝鮮、ネパール、ペルー、ボリビア、パラ
グアイ、ニカラグア、パナマ、コスタリカや中南米・カリブ海各国を担当。その間、国
連人口基金事務所代表、所長、副代表、国連ボランティア計画でアジア・太平洋・中央
アジア、東ヨーロッパ部長等を務める。西語、仏語、英語、中国語に堪能。早稲田大学
卒業後、米国オハイオ大学とジョージタウン大学で国際関係論と人口と開発/人口統計学
の二つの修士号取得。西語、仏語、英語、中国語に堪能。
平成 25年度 NWEC国際シンポジウム 男性にとっての男女共同参画
2013 NWEC International Symposium Gender Equality for Men
················································································································
松下 光恵 Ms. Mitsue Matsushita
日本 Japan
静岡市女性会館「アイセル 21」
Shizuoka City Women's Community Center "AICEL 21"
館長 Executive Director
静岡市女性会館館長。(特非)男女共同参画フォーラムしずおか副代表理事。
ミニコミ誌編集スタッフ、（財）静岡ワークライフ研究所研究員を経て、2005 年 3 月、
仲間とともに「(特非)男女共同参画フォーラムしずおか」を設立。同年 4 月、静岡市か
ら女性会館の講座開設、図書貸出業務等、一部業務を受託。2007 年 4 月、女性会館の指
定管理者として 1 期 5 年間の管理･運営を任され、館長に就任。
当初 2 年間は、年間 20 数ジャンル 60 数回の講座、セミナーを開催し定員割れなし。
しかし、地域の「男女共同参画推進の拠点施設」として、女性会館はどうあるべきかを
職員とともに模索し、意識啓発型事業から対象を絞った課題解決型事業への転換を図る。
困難を抱えている人に対して、その解決を支援するためには講座や情報の提供だけで
は限界のあることを実感し、指定管理 2 期目（2012～2016 年）の現在は、新たにサポー
ト事業に取組む。福祉など異なる領域や学習支援を通じて大学生ともネットワークを広
げつつある。
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組織を変える オーストラリアの取組み
カサンドラ・ケリー
ポッティンガー（株）共同設立者＆共同代表取締役社長
私が子どものころ、母は私に「小さな赤いめんどり」という題の物語を読んでくれま
した。この物語では、小さな赤いめんどりが小麦の粒を見つけ、農場に一緒に住んでい
る他の動物たちに、その粒をまくのを手伝ってほしいと頼むのですが、動物たちは手伝
うのを断ります。やがて刈り入れの時期になり、めんどりはふたたび動物たちに手伝い
を頼みましたが、また断られました。「麦を打って、引いて粉にするのを手伝ってくれま
せんか」と頼んだときも断られました。最後に小麦粉を焼いてパンにするときがきまし
た。「だれか手伝いたい人はいませんか」と小さな赤いめんどりは尋ねました。でもみん
なはまた断りました。
めんどりの努力のおかげで、一粒の小麦だったものが、今ではすてきな暖かいパンに
なりました。そのかおりの香ばしくておいしそうなこと。めんどりは農場の動物たちに、
だれがパンを食べるのを手伝ってくれるかと尋ねます。すると今度は、これまで手伝う
のを断ったり、黙っていたりした動物たちがみんな手を挙げ、われもわれもと温かいパ
ンをもらいたがったのです。
物語ではここで、めんどりはパンを食べるのを手伝ってもらわなくても結構と楽しそ
うに断り、子どもたちと一緒にパンを食べてしまうのです。この物語の教えは厳しいよ
うに見えますが、まったく理不尽というわけでもありません。よりよい結果を生むため
に貢献しない人が、そのために一所懸命がんばった人の恩恵に浴してもいいのでしょう
か。
この問題を答えるにあたって、私は変革の機会を見つける洞察力のない人、そういう
変革を実行する勇気のない人、他の人に新しい方法を取り入れるよう促す影響力のない
人がいることを思い出しました。ですから、そういうことができる人、すなわち今この
部屋にいる私たちには、誰もがその恩恵を享受できる基礎を築く責任があります。小さ
な赤いめんどりとは違って、私たちは労働の実を分かち合わなければなりません。
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この物語の中で、小さな赤いめんどりは、参加者がないのはそのプロジェクトにやる
価値がない証拠だとは受け取っていません。めんどりは、努力した以上の利益があると
確信しているのです。
ここ数十年間の女性の歩みについても、私はそのように考えています。私より以前に、
たいまつに灯りをともし、それをかかげようとする覚悟のある男性や女性がいて、私は
その灯りの恩恵を受けているのです。
ですから、ここにいる皆さん、変革の担い手である皆さんの前で、女性が受ける機会
や繁栄をどうすればもっと向上させられるかについて話すよう頼まれたことを私は光栄
に感じています。オーストラリアでは、変革の種をまくだけでなく、畑の手入れをし、
小麦を刈り入れ、それからできるパンを私たち全員が享受できるよう、非常に多くの人々
が取組んでいますが、そのことを皆さんにお話しできるのを嬉しく思っています。
私の話が皆さんに何らかの情報を与えるだけでなく、皆さんの中でエネルギーや知恵
や影響力のある人が私の話を聞いて刺激を受け、それぞれの家庭や職場や官職やその他
の影響力を持った立場へ戻り、女性に、そして最終的には社会にとって、どうすればよ
りよい機会を生み出せるかを見つけてくださるよう願っています。
オーストラリアが考える、オーストラリアのための機会とはどういうものでしょう
オーストラリアは今、大きな経済的変化と発展の時期のただ中にあります。オースト
ラリアが世界に必要な資源の保有国だったのは非常に幸運なことでした。オーストラリ
アは中国への最大鉄鉱石輸出国として他国に大きく水をあけ、中国の輸入する鉄鉱石の
約半分をわが国が輸出しています。ですから、今年初めに豪中の国交が最も盛んになっ
たのも当然といえましょう。私もオーストラリアの首相に随行する財界代表団の一員と
なる栄誉に浴し、協議の一部を直接経験することができました。その他多くのハードコ
モディティについても、オーストラリアは世界屈指の輸出国です。
しかし、私たちの経済的・社会的繁栄を支えるためには、資源だけではなく、別に強
力な支柱を作らなければならないということも分かっています。資源への依存を減らす
ため、私たちの経済の他の部分を強化しなくてはなりません。それには、金融サービス
などの分野が含まれます――オーストラリアは合同運用ファンドの額では世界で 3位か 4
位にランクしています。また農業、教育、海外からの観光客、イノベーションと技術な
どの分野もそれに含まれています。
このことを念頭に置くと、オーストラリアの多様性についての議論は、平等と公平の
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問題だけでなく、経済的な理由にも重点を置いたものになります。さらに強力で多様な
経済を構築するには、いっそう強力で多様な労働力が必要となるでしょう。
オーストラリアの生産力を高め、もっと強い経済を望むのであれば、才能を浪費する
余裕などまったくないことを、私たちは理解するようになりました。つまり私たちはオ
ーストラリアの女性の持つ才能を無視することなどできないということです。繁栄を維
持し、きわめて強固な基盤を足場にしようとするなら、男性と女性の両方がもたらす視
点を活用する必要があります。簡単に言うと、幹部職や指導者に女性を増やすという問
題は、一部の人にとっては好機なのです。問題ではなくチャンスなのです。女性は、私
たちの未来の成功に欠かせない才能や経験や視点を備えた人々の人材プールです。
数年前は、どこを見ても厳しい数字しかありませんでした。オーストラリアの政府、
学界、法律、企業のどの数字を見ても、指導的役割についた女性の数は信じがたいほど
低いものでした。
証券取引所上場企業の上位 200 社のうち、女性が会長を務める企業は 2％にすぎませ
んでした。女性が最高経営責任者を務める企業はわずか 4 社、女性の非常勤役員の割合
はわずか 8.3％でした。そして女性の経営管理職の割合は 10.7％でしかありませんでし
た。しかしこれらの多くの企業にとって、顧客の約半数は女性です。たしかに、銀行や
保険会社、あるいは大手小売業者といった一部の企業にとっては、顧客の購買決定の半
分以上が、女性顧客の判断にゆだねられているのです。
事実、一部の統計によると、私たちは女性の地位向上という世界的な潮流に後れをと
っている国だと言われています。
2004 年にノルウェーでは国営・公営企業の取締役に割当制度が実施され、2006 年ま
でに取締役の 40％を女性にすることが義務付けられました。やがて株式会社についても
同様の規則が制定され、2008 年までにほとんどの会社がこれらの規則を遵守するように
なりました。
同時期に、世界の金融システムは、特に米国とヨーロッパの金融市場の暴落によって
大混乱に陥っていました。これは発生時から、100 年に一度と言ってよいほど最悪の金
融経済危機でした。私は自分のチームを呼び集め――投資銀行によく見られるように、多
くは 40 歳未満でした――今起きていることによく注意を払うように言ったのを覚えてい
ます。彼らがこれから先仕事をしていく上でも、もう二度と目にすることはないような
大変な出来事だったからです。
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経済の見通しはこのように不透明でしたが、オーストラリアの経済は比較的堅調を維
持し、失業率は国際基準に比べると低く、賃金は力強く上昇を続けました。
これらの 3 つの課題に直面し、私たちはいくつかの問題を真剣に考え始めました。
金融機関の経営陣に強引でボーナスばかり求めるような幹部――男性がほとんど独占
している世界的な仲間集団――があれほど多くなければ、金融危機――世界金融危機（オ
ーストラリアでは GFC と呼ばれています）――は、これほど厳しいものにならなかった
のだろうか。
私たちはどうすればオーストラリアの人材プールをよりよく活用することができるだ
ろうか。
取締役会や経営陣の構成は公平だったか。その構成に効果はあったか。
経営陣が基本的な顧客基盤を反映していなかったのに、たしかに性別、年齢、民族、
あるいは国際経験で見た場合に多様でなかったのに、株主利益は本当に守られていたの
か。
オーストラリアの多様性は改善されていないという、当惑するような実証的証拠を突
きつけられ、国は本当の変革を推進しようと動き出しました。
全員が参加しているわけではありません。手を貸すことを積極的に拒否した人もいま
す。沈黙を守っただけの人もいます。波風を立てるのがいやなため、静かに現状を受け
入れ、非常にゆっくりしたペースの変革を認めるのがせいぜいという人もいました。
先にも申しましたが、システムを変えるには洞察力と勇気が必要です。
このような状況の中で、オーストラリアは女性が能力を発揮する機会を増やすことに
よって、国の将来の展望を改善しようとしているのですが、それは一体どういうことな
のかをこれからお話ししようと思います。
まず、1986 年にオーストラリア連邦議会の決議によって設置された、オーストラリア
人権委員会について触れておきたいと思います。この委員会は法で定められた独立機関
で、オーストラリア司法長官を通じて議会へ報告をおこないます。
人権委員会の使命のひとつは、人権の価値を日常の生活や言葉の一部とし、すべての
人が自らの人権を理解し行使できるようにすることです。
委員会には 6 名の委員がいます。1 名は児童福祉担当、もう 1 名はアボリジニとトレ
ス諸島民の社会正義担当です。他の 4 名は差別防止担当で、1 名ずつ年齢、障害、人種、
そしてジェンダーを担当しています。
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これらの 6 名の委員のうち、エリザベス・ブロデリックは性差別担当委員で、オース
トラリア社会における男女平等という目標を推進する任務が与えられています。彼女の
権限は法で守られています。言い換えると、彼女は企業や労働組合や政府の代表ではな
いということです。
このような独立性が与えられていることは、彼女の仕事の大きな財産となっています。
エリザベスが今日ここにいたら、変革の背後にあるイノベーションは様々な関係者――政
府、企業、従業員、コミュニティ全体――の交わる地点で生じることが多いということを
お話ししたでしょう。また、真の改革を進め、達成するためには、共通点を見出し、異
なるグループ同士の相互利益を実証できなければならない、ということもお話ししたで
しょう。
彼女の役割とその取組みは歴史的な展開を見せています。
私は今日の講演のために、エリザベスの役割における成功とはどういうことを指すの
か、彼女の定義を教えてくれるように頼みました。彼女の答はこうです。「それはあらゆ
るレベルで女性の割合が人口統計上の割合と等しくなったときです。そうなったとき、
真の実力社会が生まれるのです。」
エリザベス・ブロデリックも含めた私たちの多くは、統計を詳しく調べ、不公平や能
力の浪費がいかに多いかを見てきました。これほどはっきり変革が必要であることを示
す証拠があるのですから、明らかに体系的介入が必要でした。それは割当という形でも
いいし、指導的役割や重役の地位にいる女性の数を公表するよう企業に求める、という
方法でも実現できたでしょう。
しかし、実際に導入したのはこのふたつの混合形式でした。今ではそれは 2011 年か
ら実施されているオーストラリア証券取引所の「企業統治原則および勧告」に組み込ま
れています。これらの原則を要約すると、オーストラリア証券取引所（ASX）の上場企
業は年次報告書の中で以下のことを開示しなければならないと定めているのです。
• 取締役会が定めたジェンダー目標の達成度
• 取締役会、上級経営陣、および組織全体の従業員における女性の割合
企業はこの新しい勧告を採択するか、採択しない場合は、年次報告書でなぜそうしな
いのかを説明する義務があります。
これがなぜ、改善のための最も重要な最初の一歩と考えられるのか、とお訊ねになる
かもしれません。
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私は、アジア、南北アメリカ、中東、ヨーロッパ、アフリカの諸国で有力者や議員と
話をしてきましたが、ほとんど全員が、権力はたいていカネもうけをするところにある、
ということで意見が一致しました。そしてオーストラリアでは、証券取引の場にカネが
集まるのは疑う余地がありません。また権力の大部分についても同じことが言えます。
しかし昔から、大きな変革をもたらすためには、複数の方法で取組む必要があるとい
われています。証券取引所のガイドラインだけでは十分ではありませんでした。このガ
イドラインは企業に達成すべき目的地は示していますが、そこへたどり着くための地図
や方向指示は与えていませんでした。ですから今ではこの他にも、その目的地へ到達す
るのを補助するため、支援や指示を与えることを主眼とした重要なイニシアチブがいく
つも用意されています。その目的地とは、職場に――そして職場のすべてのレベルに――
真のジェンダー多様性が実現されることです。
これらのイニシアチブはいくつかの大きなカテゴリーに分けられます。
• 女性擁護のイニシアチブ
• 取締役会や上級経営陣の役職に就く女性の割合を増やすことに重点的に取組
むイニシアチブ
• 特定の産業において女性をサポートするイニシアチブ
• 企業に重点を置いたイニシアチブ
• 人材パイプラインの構築に重点を置いたイニシアチブ
エリザベス・ブロデリックの 2010 年のビジョンは、オーストラリアの企業で最大の
有力者である多様な男性最高経営責任者と、政府部門でやはり同様の立場にある男性を
それぞれ何人か説得し、多様化のメリットの強力な提唱家になってもらえたら、変革の
スピードははるかにアップするというものでした。これはつまり、オーストラリアの大
手電話通信企業であるテルストラ社や、オーストラリア最大の銀行であるコモンウェル
ス銀行のような象徴的な企業のトップや、政府省庁の長官や、あるいは陸軍本部長のよ
うな男性の参加を求めるということです。
そういうわけで生まれたのが「変革の旗手たる男たち（Male Champions of Change）」
でした。この団体が結成された理由は明らかです。それまで女性が変革を主導してきま
したが、本当の変革を望むのなら男性の参加が不可欠だからです。現在、オーストラリ
アの指導者層は男性が多数を占め、しかも財政やその他の資源のほとんどを支配下に置
いています。この男性の熱心な支持がなければ、進歩は全くおぼつかないものでした。
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エリザベスは、これらの旗手たちのひとりひとりに個人的に要請しました。「あなたの
権力と影響力、組織のトップとしてのあなたの意見と知恵を、女性のための変革を起こ
すのに使ってもらえないでしょうか」と頼んだのです。
「変革の旗手たる男たち」は女性の登用を支援するよう促す 15 万通以上の手紙を、他
の男性や企業に送付してくれました。またスケジュールを割いて、オーストラリア国内
だけでなく、ワシントン DC やブラジルなど、海外での大きな行事でも講演してくれま
した。
彼らの聴衆に向けたメッセージは明快です。「…これは女性の問題ではありません。そ
れは我が国、そしてもちろん世界にとって最も重要なビジネス上の必須事項のひとつな
のです」
これらの旗手のひとり、オーストラリアの陸軍本部長は、非常に難しい仕事を引き受
けることになりました。それは国防軍の文化と規範に取組み、女性によりよい機会と結
果を保証するというものです。2011 年にオーストラリア軍で性的な不祥事が起き、トッ
プ記事として取り上げられたとき、国防相はエリザベスにオーストラリア国防軍の女性
の扱いについて審査をおこなうよう要請しました。女性の平等と安全問題についての調
査と勧告、ならびに指導層における女性の数を増やすイニシアチブを出すよう求めたの
です。審査後提出した 21 項目の勧告は、すべて受け入れられました。
いろいろな意味で、軍隊は典型的な男性優位産業です。他の多くの職場とは違う機能
を果たしていますが、その労働力がオーストラリアの企業と同じ選択を迫られているこ
とは、軍にもよくわかっています。過去ではなく、未来の挑戦にうまく対応できる最高
の人材を集めなくてはならないのです。
そういうわけで 2013 年にオーストラリア国防軍でまたもやいくつかの性犯罪容疑が
明らかになったとき、陸軍本部長のデビッド・モリソン陸軍中将はユーチューブにビデ
オを載せました。題名は簡単に「容認できない行動についての陸軍本部長のメッセージ」
というものです。題名に強い響きはありませんが、メッセージの中で彼はこのような行
動を卑劣だと叫んでいます。
「私は、陸軍は男女を問わずすべての兵士が、持てる可能性を最大に発揮することが
でき、またそうすることが奨励される包括的な組織でなければならないと何度も明言し
てきた。わが軍に、同僚をおとしめたり食い物にしたりするような行動が許されると思
っている者の居場所はない」
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…「それが自分に合わないと思う者は出て行け！」
モリソン中将はまた、女性と一緒に働き、女性を対等な人間として受け入れようとし
ない者にも「この軍隊の兄弟姉妹の中にその者の居場所はない」と述べました。このビ
デオは世界中で約 140 万回視聴され、男女の区別なく大きな称賛が寄せられました。
男性も含めたこれらの提唱者たちはメッセージを広めていますが、このほかにも、も
っと多くの女性を役員にすることに重点的に取組んでいる多くの団体があります。たと
えば「ウィメン・オン・ボード（Women on Board）」「オーストラリア企業取締役協会
（The Australian Institute of Company Directors）」「ボードリンクス（Boardlinks）」
と呼ばれる政府のイニシアチブなどです。
政府の活動――連邦、州の両方とも――は非常に積極的で、ここ数年の間に女性議員の
割合を改善するための強力な試みがおこなわれています。2010 年に連邦政府は、2015
年までに連邦政府のすべての役員会で、女性議員の割合を 40％にする（そして男性議員
の割合も 40％以上にする）という目標を設定しました。
現在、オーストラリアの政府系ファンドの 7 名の取締役のうち 2 名――つまり 28％――
は女性です。準備銀行の理事の 3 分の 1 は女性です。オーストラリア国有の国立ブロー
ドバンドネットワーク会社の会長と 2 名の非常勤取締役は、女性です。企業規制局であ
るオーストラリア証券投資委員会（ASIC）の外部諮問委員会の 3 分の 1 は女性です。
事実、今年の 6 月 30 日時点で、オーストラリア政府のすべての委員会の 41.7％は女
性が占めていました。
オーストラリア企業取締役協会は、取締役とその能力開発に重点的に取組んでいる団
体です。同協会は 2010 年に、取締役になる準備のできている女性に上級取締役が助言
を与える、メンタリングプログラムを実施しました。このプログラムは、参加者が有力
なビジネスリーダーとのつながりを強化し、取締役に任命されるのに役立つ知識や技能
を身に着け、企業の取締役がどのような働きをするかについて理解を深めるためにおこ
なわれるもので、開始以来、200 人以上の女性を指導してきました。
オーストラリア・ビジネス評議会は、オーストラリアのトップ企業 100 社の最高経営
責任者の協会で、ここでもオーストラリア証券取引所 200 社の最高経営責任者や最高財
務責任者の女性の数を増やすことを焦点としたメンタリングプログラムを、2011 年に開
始しました。
また、経営管理職にある女性への支援もおこなわれています。オーストラリアには、
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中間管理職に焦点を絞って、特定の産業で働く女性に支援とネットワークを提供するた
め設立された様々な協会があります。たとえば、「ウィメン・イン・バンキング・アンド・
ファイナンス（Women in Banking and Finance）」「ウィメン・イン・エンジニアリン
グ（Women in Engineering）」「ウィメン・イン・マイニング（Women in Mining）」「ウ
ィメン・イン・メディア（Women in Media）」「ウィメン・イン・IT（Women in IT）」
などがその例です。
変革と改善に純粋に取組む主要な団体で、職場で女性の、そしてもちろんコミュニテ
ィの中で労働力に占める割合が低い他の集団の人々の才能の支援と育成を目的とした、
特定のプログラムを開始したところも数多くあります。
このように、近年かなりの努力が払われているにもかかわらず、いろいろな報告書を
見ると、オーストラリアの上位企業 200 社のうち 47 社にはまだ女性幹部が皆無である
ことがわかります。
そこで、私がお話ししようと思う最後のイニシアチブは、いつでも最高幹部職になれ
る能力を備えた女性の数を増やそうというものです。これはパイプラインの中の女性数
を増やすということです。
上級管理職や取締役の人材をいつでも補充できるパイプラインを確保するためには、
女性が指導者をめざして努力を続けられるようにすることが何よりも重要です。
世界中の多くの人が、女性のガラスの天井について書いています。これは一定レベル
以上にキャリアを進めようしても、それを阻む障害があるということです。この問題に
取組むため――そしてオーストラリアの企業が、幹部経営チームより 1 段か 2 段低いレベ
ルの地位にとどめられている優れた女性の人材を、より上位の最高経営陣に送り込むの
を手助けするため、ポッティンガーは「ガラスのエレベーター（The Glass Elevator）」
というプローボノイニシアチブを開始しました。
このイニシアチブの目的は、最も優れた人材のうち何人かが全国でガラスの天井を打
ち破れるように支援することで、それは経済全体の利益にもなります。特に、女性のネ
ットワーク、会話、専門能力育成の機会を生み出すことによって、刺激と関心を与え、
彼女たちが最高経営幹部職をめざし続ける可能性を高めたい、というのが私たちの願い
でした。
多くの優れたアイデアと同様、このイニシアチブはシンプルであるがゆえに高い効果
を発揮しています。また、BHP、カンタス、ウェスファーマーズ、ウールワースなどの
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多くの国内の大企業や、BP、イーベイ、クラフトフーズ、マクドナルド、マイクロソフ
ト、シェル、ユニリーバ、ボーダフォンといった数多くの一流の多国籍企業の最高経営
責任者からも、素晴らしい支援を受けています。実際、このプログラムは非常に成功し
ていて、海外でも実施するよう要請されたため、今後 6 ヵ月以内に海外でも開始するこ
とにしています。
また私たちは、波及効果を生み出すことを大変重視しています――つまり、「ガラスの
エレベーター」プログラムの参加者に、様々なイニシアチブを通じて、自分たちより下
の地位にいる女性たちを支援するよう促すということです。
ポッティンガーはさらに、上級職の女性のための幹部サークルを設けました。それぞ
れのグループは、尊敬されている上級財界人が代表を務めます。彼女らは小グループで
議論し、女性が互いにつながりを持ち、能力開発、リーダーシップ、その他仕事や個人
的な問題など、関心のある様々な分野について話し合い、秘密を守る環境で互いに助言
をし合えるようにしています。
それからもちろん、ネットや口コミによるキャンペーンもあります。最近のキャンペ
ーンで訊ねたシンプルな質問はこうです。「男女比を 50％対 50％にすることに反対？反
対の理由は？」
このすべてのことが示す教訓はごくシンプルなことばかりです。
効果の高いイニシアチブは、たいてい単純なものです。関心を持ってくれる人々のエ
ネルギーと知恵を活用すれば、非常に多くのことを驚くほど短期間に達成することがで
きます。
しかし、それよりもっと前にできることがあります。社会のより抜本的な変革を手助
けしたいのであれば、教育から始める必要があり、しかも早期幼児教育の最初に立ち戻
る必要があります。ですからオーストラリアは、ジェンダーの枠組に関するいくつかの
要素も含めて、学校のカリキュラムを変更することを検討中であり、中にはもう変更し
てしまったケースもあります。この変更の背後にある考え方は、4 歳以上の子どもたち
の内部に植え付けられた思い込みを取り除きたいという単純なものです。
これまで述べてきたプログラムやイニシアチブとともに、称賛とロールモデルが重要
であることも忘れてはなりません。この分野ではメディアが非常に重要な役割を果たし
ます。オーストラリアには、何人かの有名な女性ジャーナリスト（キャサリン・フォッ
クスやナレル・フーパー）がいて、取組みの必要な問題についての記事を書くだけでな
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く、女性の功績を見落とすことがないよう目を配っています。この 2 名の有力な女性ジ
ャーナリストが、大手の国内銀行や有力紙と協力し、権力と影響力を持つ女性を称える
「影響力のある女性（Women of Influence）」賞を創設しました。
これまでお話ししたのは、現在おこなわれているイニシアチブのほんの数例にすぎま
せん。しかし、この数例だけでも、状況は改善されています。2013 年 9 月時点で、ASX200
社の取締役の 16.3％は女性で、2011 年の 13.4％、2008 年の 8.3％から進歩しています。
メディア、政府、財界でも、変革を遂げた企業についての認識が高まっています。
しかし私たちは、変革のスピードが減速し始めていることを示すいくつかの証拠にも
注目しています。ASX200 社で 2011 年の新任の取締役のうち 28％は女性でしたが、2012
年の新任取締役ではその割合が 24％しかありませんでした。ポッティンガーの分析が繰
り返し強調するように、24％の任命では、取締役の 40％を女性とする目標には永遠に届
かないでしょう。
ですから私たちは、オーストラリアではさらに多くの取組みが必要だと認識していま
す。
そして世界中の多くの国でも同じことが言えます。各国がその経済生産性と経済成長
の可能性をフルに発揮したければ、さらに多くの取組みが必要です。グローバル企業が
その取締役会に、顧客の 50％は女性であることをもっとよく理解してほしければ、さら
に多くの取組みをしなければなりません。
ここ日本では、いっそう――もっとずっと――多くの取組みが必要です。安倍総理は、
外国企業の全取締役のうち女性は 11％であるのに対して、日本のトップ企業では 2％に
満たないことを強調しました。
世界経済フォーラムの「世界の男女格差ランキング」では、経済への参加や経済的機
会、学歴、健康と生存、政治的権限の向上などの要素を検討し、135 ヵ国に順位をつけ
ています。この表はアイスランド、フィンランド、ノルウェー、スウェーデンがトップ
を占めていますが、これはおそらく驚くに当たらないでしょう――たしかにこれらの国々
は、ここしばらく不動の上位 4 ヵ国です。オーストラリアは 25 位です――わが国のラン
クはここ数年下降しています。日本は 101 位です。
これを失敗と見るのではなく、チャンスと捉えましょう――労働力のうち、十分活用さ
れていない残りの半分の能力と指導力をもっと活用することで、大きな経済成長の扉を
開き、人々の生活を向上させるチャンスです。
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ローソンなどの先導的な企業は、9 名の取締役のうち 3 名に女性を任命しています。
政府のプログラムや民間部門のイニシアチブも、女性起業家の潜在能力を解き放とうと
しています。
世界の最も偉大な起業家の何人かは女性でした――ほんの 1 例として、たとえばオラ
フ・ウィンフリーの素晴らしい成功と影響力を考えてみてください。「日本再興戦略－
JAPAN is BACK－」キャンペーンで言われているように「女性は日本の十分活用され
ていない偉大な資産です。彼女たちは起業家精神をもとに、強力な経済を構築する原動
力となるでしょう」。
シドニーから東京まで来る旅の間に、私はこれまでの自分の人生の旅が、私をどのよ
うに日本へ連れてきてくれたかを思い出していました――最初は 1999 年、2 度目は 2001
年で、東京に住んで仕事をするために来日しました。そして昨日、この非常に重要な会
議のため 3 度目の来日を果たしました。
私は自分が大きな贈り物を持って生まれてきたのだとつくづく思います。命という贈
り物です。私は強い心と精神力を持って生まれました。両親は私に、これらの贈り物を
永遠に活用することの重要性を教え込んでくれました。
私は、自分がよりよい世界に住みたければ、自分なりの役割を果たさなければならな
いことを知っています。私なりの貢献をしなければなりません。また他の人たちにも同
様にするよう促さなければなりません――私が明確に見ているビジョン、もっと多くの、
あらゆるレベルの女性が参加する多様な労働力はもっと強力な労働力であり、よりよい
指導者、よりよい決定、そしてより高い成長を意味するのだというビジョンを共有しな
ければなりません。
しかし私がそのすべてをできるようになるには、自分にゴーサインを出すだけでは不
十分です。私が自分の部下に、彼らの潜在能力をフルに発揮するゴーサインを与えても
まったく足りません。私は自分の周りのもっと広範囲のビジネスコミュニティのゴーサ
インが必要であることを知っています――その多くは男性です。
メリンダ・ゲイツが語ったように「定義によると、『声』を持った女性は強い女性とい
うことになります。しかしその『声』の探求が驚くほど難しいことがあります」
そういうわけで、皆さんにはご自分の所属する組織、それぞれの役職へ戻り、皆さん
がこの未開拓の女性資源を放出すれば、どれほどの経済的繁栄が日本にもたらされるか
考えてみていただきたいのです。ご自分の所属する組織や家庭に戻り、皆さんの周りに
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いる女性に成功へのゴーサインを与えましょう。
そしてさらに進んで、女性の同僚や友人や娘たち、姪たちに、やろうと決意すればな
んでも可能なのだということ、適切な支持が与えられるということを知らせて励まして
ください。彼女たちにゴーサインを与え、支持を与えてください。
エディス・ウォートンの言葉を借りて締めくくりたいと思います。
「まわりに光をひろげる方法はふたつ。自分がろうそくになるか、それを反射する鏡
になるか」
ご清聴ありがとうございました。
日本における男性問題
男女共同参画の視点から
伊藤 公雄
京都大学大学院文学研究科・教授
平成25年度NWEC国際シンポジウム
男性にとっての男女共同参画
2013年10月5日
2.現代日本社会のジェンダー格差
• 世界経済フォーラムのグローバルジェンダー
ギャップ指数
135カ国中101位（2012年）
2
3.４項目全体では101位
3
4.健康は34位（昨年までは1位）
4
5.政治は110位
5
6.女性国会議員割合163位
6
7.経済は102位
7
8.男女平等国ほどGDP高い傾向
8
9.教育は81位
9
10.各種学校（進学率）の男女別進
学率（年次別推移）
10
11.中学３年（時）生の成績と大学
進学率
11
12.日本は伝統的に性差別の強い
社会だったのか？
• 古代の女性の君主・天皇たち
• 万葉集における女性の詩歌
• 平安時代の女性の作家たち
12
13.１６世紀の日本のジェンダー
• ルイス・フロイス（ポルトガル人宣教師）の目
に映った日本
• 女性の財産権、女性からの離婚宣告、女性
の識字能力の高さ
男性が料理をする姿•
13
14.料理する男性たち
14
15.イクメンだった（男性が積極的に育児
をしていた）19世紀中頃の日本男性
15
16.近代化のなかの性差別の強化
• 富国強兵をめざした近代日本
• 男性＝兵士、女性＝良妻賢母のジェンダー
構造
• 教育や民法などによる家父長制の強化
16
17.働き者の近代日本の女性
20世紀、経済先進国の女性の労働力率の推移
17
18.１９７０年代の国際的な変動
• 人権と環境という国際社会が共通して取り組
んだ新しい課題
• 最大の人権問題＝性差別撤廃に動き始めた
国際社会
• 日本社会と人権と環境への取り組み
• 不思議なことに「世界最大の人権問題（性差
別）」への取組みの不十分さ
18
19.1970−2000年の女性労働力率
の変化
19
20.現在は？
20
21.低出生率の（少子化傾向の強い）
諸国の特徴
• 女性の労働力率の低さ
１９７０年にはむしろ女性の労働力率の高い諸国で
低出生率傾向が目立つ
しかし、２０００年では逆に
• （ワークファミリー（ライフ)バランスの欠如）
家族 福祉は家族まかせ 「家族主義の の 」
• 家族政策（保育所整備を含む）の不十分性
• 男性の家事・育児不参加
21
22.日本は、なぜ？
• 日本社会はなぜ1970年代以後の世界の変化（男女
共同参画の流れ）の中で取り残されたのか？（1970
年代以降のジェンダー平等の流れに乗らなかった
日本社会）
• 人口ボーナス（団塊世代の社会参加）（ベビーブー
マー世代の労働市場への参加）と男性の長時間労
働と女性の「主婦化」（家事・育児＋条件の悪い非
正規労働）の仕組みによる経済成長の達成
• 1970年－80年代型ジェンダー構造の成立
男性の長時間労働／女性の「主婦化」（家事労働＋条件
の悪いパート労働
• 税制、年金制度も、女性を年収100万円以下の非正
規労働へと水路づけた 22
23.女性の年収（正規／非正規）
23
24.男性の年収（正規／非正規）
24
25.経済成長はしたけれど
1970 80年代型のジェンダ 構造は経済成• － ー
長をもたらした
• その一方で、さまざまなひずみが
自然環境の破壊
家族・地域の絆の希薄化
女性の社会参画の抑制
男性の非人間的な労働
25
26.求められる男性主導社会の転換
21世紀の安定した活力ある日本社会のために•
• 男女共同参画とワークファミリー（ライフ）バラン
ス社会
26
27.そのためには
• 男性主導社会の担い手であった男性たちに
変化をうながす必要が
• 女性以上に男性を縛る固定的なジェンダー
意識
変化に弱い男性
ジェンダー問題に鈍感な男性たち
女性に対する固定観念 電話のエピソード
27
28.DVと男性
28
29.男性性とDV
• DVの背景にある男性性というジェンダー
女性に対する支配と依存の構図
女性に対して「いばりながら甘える」男性たち
29
30.DV被害とジェンダー
DVの被害者割合
30
31.男もつらいよ
• 女性の社会参画の抑制の一方で
• 男性たちにも大きな負担が
長時間労働、家族生活からの切断
仕事の顔だけで、家族の顔、地域の顔、趣味の
顔・・・多面的な顔が持ていない男性たち
31
32.過労死Karoshi問題の浮上
• 1980年代に過労死問題が浮上
• 背景にある男性長時間労働
32
33.今なお続く男性の長時間労働
33
34.バブル崩壊と中高年男性の
自殺の急増
34
35.女性の自殺死亡率
35
36.離婚の増加と男性
36
37.老後の男性たち
• 産業廃棄物、濡れ落ち葉
• 夫在宅ストレス症候群
仕事の顔だけの生活
夫婦間のコミュニケーション不全
37
38.一人暮らし高齢男性の孤独
2週間に一回以下しか会話のない男性たち
38
39.悩む男性たち
39
男性の悩み事のデータ －内閣府2012年データ －
40.死にたいと思う男性も
40
－内閣府2012年データ －
41.男性対象のジェンダー政策の
必要性
第三次男女共同参画基本計画（2010 ）• ～
• 男性・子どもという新たな分野の設定
男性の意識改革／生活スタイルの変革へ
男性の家庭生活／地域生活の回復
41
42.変化し始めた男性たち
• イクメン
• 育児を希望する男性の増加
42
43.しかし、実際は
• 男性もとれる育児介護休業法
• とっているのは1～3％程度
43
44.男性対象の公的相談事業
• 男性の悩み相談
• ジェンダーに敏感な視点（男性の固定的な性
別意識の問題性への視座）を持った相談の
実行
44
45.相談を希望する男性たち
45
－内閣府2012年データ －
46.悩みをかかえこみやすい男性
46
47.男性の自己変革にむけて
• 男性の「気づき」のうながし
• 男性のジェンダー問題への認識の拡大
社会認識から職場・家庭におけるジェンダー視点の導入
• 家事・育児を含んだ男性の生活体験の充実
そこから新たな「気づき」へ
気づき 契機 場 もある「男性相談• の の で 」
47
おわりに
• 男女共同参画社会に向けて
• ジェンダー平等の実現のために
• ジェンダーに敏感な視座からの男性を対象に
した政策の推進へ
48
国際女性問題研究センター
洞察と行動をひとつに
男性と少年のジェンダー平等への参画：
インドと南アジアの事例から
発表者 • ラヴィ K ベルマ 地域統括ディレクター
会 場
主 催
. 、
• 国際女性問題研究センター、ニューデリー
• 平成25年度NWEC国際シンポジウム
男性にとっての男女共同参画
• 国立女性教育会館
• 2013年10月5日
理論的な視点
男らしさとは…
– ジェンダーを構成する不可欠な要素
– 固定的ではなく、相互作用的で、可変的
– 主導権を握りたがるが、男らしさには多様な形態がある
– 権力、階層、資格を暗示する
– 男性と少年だけに限らない
3
ストラテジー
• 調査・研究
• 実証データにもとづく男女共同参画社会変革プログラム
の設計、実施、実証
• ネットワーク構築
• アドボカシー
4
ICRWの取組み：ジェンダー関係の変容
男女の社会的関係を変える
– 現実について熟考する。情報の授受だけでなく、情報処理の方
法を変える。
– ひとつのアプローチとして他と異なる意見を出す――批判的思
考法
グ プが熟考す 安全な 支援的な 境 提供– ルー るのに 場所と 環 の
5
……そして制度と構造に注目
• 学校とスポーツ
– 子どもたちの思考プロセスに影響を与え、思考を形成
– 長期的な影響を生み出す機関で、「学習」の場
– 規範を定める：男女の固定的概念の強化、暴力の常態化
• 家族とコミュニティ
– 女性に権限を与える環境づくり
– 影響を持続させる
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本報告で紹介するICRWが主導する2つの取組み：
• 学校における男女共同参画運動 (GEMS)
– インド、ベトナム、バングラデシュ（発達段階）
• コーチングにより少年を男性に育て上げる（CBIM)―スポーツを通
じた変容（P i ）ar vartan
– インド、バングラデシュ
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暴力を用いることとジェンダーについての
規範を変える
学校の男女共同参画運動（GEMS）から経験と証拠を得る
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なぜ学校か?
– 学校は「知識」を与える以上の責任がある
– プロセス、態度、規範を通じて子どもに影響を与え、思考を
形成する、独特な立場にある
– 現実的な配慮点
• 多数に対しメッセージを伝えられる
• 教え学ぶ環境である
• 影響を実証できる
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学校の男女共同参画運動 (GEMS)
• ムンバイの45校に在籍する12-14歳の
男女生徒8,000人に試験的に実施
• 3つの実験群を対象とした準実験研究
• キャンペーンのみ
• グループ教育とキャンペーン
• 対照群（遅れて実施）
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内容
Gender
GEMS
Gender Equity Movement in Schools
• ジェンダー
• 身体
• 暴力
• 関係と感情
Training Manual  
for 
Facil itators
aYear 1 Module 1
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グループ教育活動
• 学校の授業時間内に、2年間で45
分間ずつ25回の授業をおこなう
1年目はコンセプトの構築に重点•
を置く
• 2年目はコンセプトを深化させ、生
活技能を教える
• 議論、内省、批判的思考の場
12
GEMS 学校でのキャンペーン
支援的な環境を作る
13
GEMS の日記: 
家庭でも話し合う
14
プログラムを組み合わせると効果が高い
(各群のN=1050)
2度目の追跡調査における主要指標のオッズ比
4.2*
1.5*
3*
2.4*
2.1*
0 7
2.5*
1.5*
1
1.5
2
2.5
3
3.5
4
4.5
.
0
0.5 High gender 
equality score
Higher age at 
marriage
Higher education 
for girls
Oppose violence
GEA+ Campaign
男女平等の認
識度が高い
結婚年齢を
高くする
少女に高等教育を
与える
暴力に反対
+ キャンペーン
15
性暴力への抵抗と、通報に関する
意識の変化（少女）
70* 74* 73* 6870
80
58
46
55 52 49
6161* 61
0
10
20
30
40
50
60
キ ンペ ン 対照群 GEA 対照群キ ンペ ンGEA+
GEA+ Campaign Control GEA+ Campaign Control 
Defintely protest Definitely Complaint
Baseline 2nd Follow-up
• 対照群に対する有意差 p <0.05
ャ ー +
必ず抵抗する 必ず通報する
最初の値 2度目の追跡調査の値
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ャ ー
質的な効果を示す証言
「1人の女の子が道に立っていると2、3人の男の子がそのスカーフを
引っ張りました。彼女は助けを呼びました。私たちは男の子たちに向
かって叫び このことを親に知らせると言ったら男の子たちは謝罪し、
ました。私は恐れずにそうすることができました・・・。以前はできな
かったのに。でも授業のおかげで、女の子へのハラスメントをやめな
ければならないこと、男の子は女の子の気もちや感情を理解し、女
の子は暴力に反対しなければならないことが分かるようになりまし
た。」
GEA＋学校での授業を受けた少女
「女の子は勉強すべきです。勉強する権利があります。女の子を18
歳よりも前に結婚させるのは違法であり、幼いうちに嫁ぐべきではあ
りません。結婚は18歳か20歳になってからするべきです。」
GEA+学校での授業を受けた少年
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課題と知見
• 関係当局と教師が強い関心を持って取り組む
• 学校を基盤に男女共同参画に関するスキルや能力を生み出す
• 保護者の参画
• プログラムの作成と実施のすべての段階に子どもを参画させる
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前進する
• 「考え方を理解する」段階から「実施する」段階へ
• 3年間に250校で実施 するほか、様々な主流化の取組みを
おこなう
• GEMSの日記と内容をCBSC委員会のカリキュラムやその
他の要綱に取り入れる
• ベトナムやその他の地域で取り入れられたプログラム
19
クリケットのコーチ、指導者、選手が
参加したプログラム
インドのムンバイにおける変身（Parivartan)プログラムの結果
20
スポーツやコーチを活用する理由
スポーツ
– スポーツは圧倒的に「男らしさ」を表す慣習である
– 権力、支配、資格
– スポーツに内包されている男らしさの規範と実践に正面から向き合
い、それに疑問を呈することが重要である
コーチ／指導者
– コーチは権力、階層、不平等を体現しており、手本として尊敬されて
いる
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取組み内容
コーチ／指導者：
– コーチング・クリニック
– ワークショップとトレーニング
• ジェンダーの規範、暴力
– カードを使ったセッション
• 簡単にできる
• 情報伝達がはやい
材料：
カードシリーズ、コーチ用ハンドブック、日記、
バナー、ポスター、ステッカー、漫画
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取組み内容
スポ ツ選手ー : 
– クリケットの指導は通常、学校でおこなうが、コミュニティではコーチ・
クリニックを通じておこなう
– カードシリーズを用いて、コーチや指導者が1年間、毎週1回セッショ
ンをおこなう
• 敬意
• フェアプレー
• 攻撃と暴言
• 性暴力やハラスメントも含めた暴力
• 介入しようとする意図
• 傍観者による介入
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参加者は不参加者に比べて男女平等に
対する支持が高い
女性や少女に対する伝統的な考え方に賛成する意見が減った
– 「妻は必ず夫に従うべき」
– 「他人が少女に暴力をふるう」
「少女がノ といっても それはイエスという意味」– ー 、
24
スポーツ選手からは暴力が減ったという報告
仲間の暴力はいくらか減ったが、学校やコミュニティのスポーツ選
手の間ではまだ多くの暴力が起きている
コミュニティのスポーツ選手の間では、プログラムへの参加・不参加
に関わらず性的な虐待行為が減ったことが報告されている
• この結果は変化が少し生じたことを示しており 将来有望な、
変化と解釈することができる
• これらの結果から、より詳細な研究の必要が指摘されている
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介入しようとする意志は高まったものの、傍にいる
第三者の介入行動には大きな変化が見られない
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男女の公平な役割や関係について、
コーチや指導者の支援的な態度が高まった
「このプログラムのおかげで、男性として、また女性として、私たちはみ
な平等なのだと考えられるようになりました。以前はいつも、男性は力が
強く、何でも好きなことができると考えていました。しかし今では考え方
が変わりました」
– 「力を共有すればさらに強力になる」
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だが、コーチや指導者は、女性や少女の活動に
よって生じる危険に配慮していた
コーチや指導者は、安全や安心に関する様々な配慮から、男性が女性
の行動を支配することが正当化されていると述べている
この点は依然として残された課題である
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女性のパートナーや親せきによる検証
– 家族とのコミュニケーション
– 家庭内の仕事分担
– 女性や少女に対する考え方
攻撃的な行為–
– 感情的、性的な親密さ
29
少女や女性の証言
「・・・最初は、彼がセックスをしたくなっても、私の気持ちは聞いたことが
ありませんでした・・・でも今はそんなことはなくなり、私に今その気が
なければ、しなくてもいいと考えるようになりました」
「・・・避妊のためにピルを使っていましたが、彼にとめられました。彼は、
私がピルを使うと問題が起きるかもしれないが 彼がコンドームを使、
えば何の問題もないと言ってくれました」
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結論と今後の展望
→ 慣習によって築かれた男女の関係と不平等の持続に、影響と変化を
もたらす方法を見つけなければならない
→ 男性と少年、少女と女性の両方の協力が必要
→ 規範を変えるには持続的な取組みと、それを形にし、促進し、持続す
る変化プロセスを「監視」する必要がある
31
ご清聴ありがとうございました
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「成功 の鍵 男性の共同参画へ ・ 」
於 NWEC 国際シンポジウム
２０１３年10月5日
国連人口基金（UNFPA） 東京事務所長 佐崎 淳子
本日の内容
国連人口基金について1.
2. リプロダクティブ・ヘルス／ライツ
3. ジェンダー平等と健康における男性の共同
参画
 国連人口基金の活動紹介：「夫の学校」 （ニジェール）
 その他：男性の家族計画への参加
１．国連人口基金について
United Nations Population Fund
国連人口基金とは
 英語名：UNFPA
 （United Nations Population Fund）
 1969年に設立、世界約150ヵ国で活動
 「開発支援活動」と「人道支援」との両立
 人口と開発のバランスを取る
各国政府 や民間研究機関などの市民社会 、NGO 、
民間企業との連携
 活動指針：国際人口開発会議（ICPD）行動計画
（1994）とミレニアム開発目標（MDGｓ 5.3.2.6）に基づ
く
国連人口基金
活動理念
国連人口基金は、
すべての妊娠が望まれ、
すべての出産が安全に行われ、
そしてすべての若者の可能性が満たされる
ために活動しています。
国連人口基金
重点活動領域
３つの重点活動領域
（１） 人口と開発
（２） リプロダクティブ・ヘルス/ライツ
（性と生殖に関する健康/権利）
（３） ジェンダーの平等と女性のエンパワーメント
UNFPA活動領域のつながり①
SRHとジェンダー（男女の社会的性差）に関する問題は、どちらも人口動態（出生、
死亡による人口変動と、人口移動による人口数と構成の変化）を決定づける重要
な要因。「出生」による人口動態の変化は主に、一人ひとりの女性と男性が、妊娠
や出産に関する決定ができるかどうかに左右される。
→女性のエンパワーメントによって女性は妊娠や出産に関する個人の決定を行うこ
とができる。
UNFPA活動領域のつながり②
２．リプロダクティブ・ヘルス/ライツ
Reproductive health and rights
性と生殖に関する健康と権利
リプロダクティブ・ヘルス/ライツとは
リプロダクティブ・ヘルスとは？
 生殖の仕組み、機能、過程のすべての側面において、単に
疾病・障害がないというだけでなく、身体的・精神的・社会的
に完全に良好な状態にあること（ICPD行動計画第7章7.2）
リプロダクティブ・ライツとは？
 すべてのカップルと個人が、自分たちの子どもの数、出産間
隔、および出産する時期を責任をもって自由に決定でき、そ
のための情報と手段を得ることができるという基本的権利
（ICPD行動計画第7章7.3）
リプロダクティブ・ヘルスとは？
＜対象・・・個人から家族、家族から世界＞
母子保健
 思春期保健
 性教育
 家族計画
 HIV/エイズを含む性感染症（STI)
 不妊症治療
 更年期障害
 子供の生存
 人口妊娠中絶（違法な妊娠中絶による健康被害への治療）
 その他
（FGM等のharmful practiceの防止を含む場合もある）
リプロダクティブ・ライツの指標
健康分野 家族計画実行率
社会分野
訓練を受けた出産介助人が立ち会った出産率
妊産婦死亡率
15－19歳の出生率
合計特殊出生率
乳児死亡率
女性国会議員と女性公務員の割合
出産休暇、育児休暇（男、女）
女性の労働力に占める割合
女性の初等、中等教育の就学率
結婚、離婚、財産所有、相続に関する権利
女性の結婚に関する合意
法的結婚年齢
男性に対する女性の識字率
リプロダクティブ・ヘルス/ライツと貧困
 すべての人には性と生殖に関する健康（SRH）を享受する権
利がある。
 SRHは世界の女性がいまなお健康を害したり亡くなったりす
る主な原因。
 貧しい女性は特にSRHの問題に苦しんでいる。
リプロダクティブ・ヘルスへの普遍的なアクセスは、望まない
妊娠をなくし、すべての出産が安全に行われ、すべての若者
がHIV/エイズの脅威にさらされることなく生活し、すべての個
人が尊厳ある人生を送ることを可能にする。
３ ジェンダー平等と健康における
Engaging Men and Boys in Gender Equality and Health
．
男性の共同参画
なぜ男性の共同参画が必要？
 家族計画やリプロダクティブ・ヘルス
世界で使われる避妊法の７４％は女性によるものである。
 妊産婦死亡数
WHOの推測によれば、2010年の妊産婦死亡数は28万7000人で、その大半は
完全に予防可能なものであった。しかしながら、多くの場合において女性のSRH
サービスへのアクセスを男性がコントロールしている。
 父親として、子育て
世界的に、女性が子育てに費やす時間数は男性の３～４倍である。
ジェンダーに基づく暴力（GBV) 
世界的に、30~50%の女性は身体的な暴力を男性パートナーからうけた事があ
る。
HIV ・エイズ
アジアにいる170万人のHIV陽性女性のうち、9割はその夫やパートナーから感
染したのである。
Source: WHO, UN/CSW2007,UNAIDS 
男性の共同参画
女性からジェンダーへのパラダイムシフト
（９０年代）
女性のみを対象とすることの限界
⇒男性の参加の必要性（ICPD PoA/1994)
男性はジェンダーの平等の“弊害”として捉えるので
はなく、“同盟”や“パートナー”として捉えるべき。
男性の共同参画を目指して・・・
国連人口基金の活動例
ニジェールの現状
60%の女子は15歳未満に結婚している
74％の15～24歳女性が読み書きできない (2007)
幼児死亡数は76/1000である(2009)
妊産婦死亡数は820/10万である（2008）
避妊普及率5% (2005)
女性のRHサービスへのアクセスを男性がコントロール
男性向けプロジェクトの必要性
男性の共同参画を目指して
ニジェール
1. ラジオ放送
「フーラの冒険（”Aventures de Foula”）」の全国放送
2009年より、ララバ・タンジャ元大統領夫人の指揮の下、家族計画、望ま
ない妊娠、女性性器切除（FGM/C）やHIV感染予防を取り扱った「フーラ
の冒険」の全国放送
2. 夫の学校(Schools for Husbands) 
ニジェールのジンダー地域で、女性の健康改善や妻の地域社会で活動
への理解を示している男性が選ばれ、「夫の学校」に集まり、妊娠・出産
に関わる地域の問題について議論し、礼拝の機会に地域の人向けのセミ
ナーを開くなど、啓発活動を実行
リプロダクティブ・ヘルス/ライツ
ニジェール
ラジオ放送
フ ラの冒険（A d F l ）」の全国放送ー ventures e ou a
家族計画、望まない妊娠、女性性器切除(FGM/C)やHIV感染
予防を取り扱う
NGO l’ANIMAS‐SUTURA を中心に
UNFPA、世界銀行、世界基金が資金協力
主な活動内容：
① 全国90以上のラジオ局で放送
② 農村、学校、サービスエリア、
保健所、軍隊における勉強会
の実施
フーラの冒険(Aventures de Foula）の地域活動
夫の学校（School for Husbands)
 2007年 南ニジェール・ザンデール州で開校
2011年 ザンデール州で131校、マラディ州で46校
 目的
男性の地域レベルでの健康推進分野へ
の参加促進＆意識改革
 学校システム
月２回 ミーティングを開催
コミュニティが持つリプロダクティブ・ヘルスに関連した問題を議論
平等主義
ミーティングごとに異なった担当者による議題設定・司会進行
夫の学校（School for Husbands)
学校の方針
1. 議論・意識決定・行動の場
2. 他者を尊敬し、意見を積極的に聞く精神が大切
3. リプロダクティブ・ヘルスの現状改善
医療面よりも行動面を重視
夫の学校（School for Husbands)
学校のメンバー
学生
25歳以上の既婚男性
（9つの選出基準に基づく）
監督役 補助役
ローカルNGO
保健センター
宗教や村のリーダー
ニジェール保健省
ローカルNGO
(Family welfare 
association of Niger) 協力関係
夫の学校（School for Husbands)
学生となる男性の9つの選出基準
①結婚をしている
② 25歳以上である
③妻がリプロダクティブ・ヘルス・サービスを利用している
④ボランティア精神がある
⑤妻の地域活動参加によき理解を示している
⑥学校への出席が可能である
⑦モラルを持っている
⑧家庭内の調和を重要視している
⑨家族メンバーを大切にしている
※特に①～⑤は必須条件
夫の学校（School for Husbands)
トレーニング
地域保健組織、ローカル保健所、コーチ向け
夫の学校の方針に基づく4日間のトレーニング
学生向け
1. リーダーシップ
2. グループ心理力学
3. コーチ・テクニック
4. コミュニケーション・テクニック/政策提言/交渉力
夫の学校（School for Husbands) 
2つのローカルNGOによるサポート①
能力育成 地域活動に長けているNGO、
⇒ “コーチ”として10～12の学校を監視
●各学校の能力をモニターする
●学校活動や毎月開かれる集会を補助する
●生徒たちの質問解決や的確な解決策提供を行う
★「Cahier de suivi」 モニターリング雑誌 刊行
NGO活動を促進するために、UNFPAニジェール事務所と
そのパートナーが発行
夫の学校（School for Husbands) 
2つのローカルNGOによるサポート②
技術的強化を行うNGO
●リプロダクティブ・ヘルス・サービスに関する情報提供や
助言を行う
●夫のリプロダクティブ・ヘルス知識へのアクセスを確実
なものにする
さらに、ローカル保健所、助産婦、宗教リーダーが
モデレータ としてサポート
夫の学校（School for Husbands) 
活動の成果
 リプロダクティブ・ヘルス指標の改善
2006 2010
家族計画の使用率 1.7% 17.2%
専門家立ち会いの下で行われる出産 8.4% 25.0%
避妊普及率 5.0% 21.0%
産前健診率 28.6% 87.3%
 男性・コミュニティ全体の意識・行動の変化
リプロダクティブ・ヘルスへの理解関心がより積極的に
 設備の改善
保健センターでの公衆便所の建設、助産クリニックの建設、etc.
夫の学校（School for Husbands) 
活動の成果
強い協力関係
地域保健所 行政・伝統権威
 持続可能な活動を可能に
 他国への良き模範役
シエラレオネ、ブルキナファソ、ギニア
夫の学校（School for Husbands) 
課題
 意欲の継続の難しさ
結果：ザンデール10校閉校 （＊再開予定の学校もある）
（131校は順調に活動中）
原因：無給のボランティア活動であるため
対策：奨励策を実施
→学生にメッセンジャー・バッグ、帽子などを贈る
→他校訪問により学校間の交流を深める
男性の共同参画を推進する
UNFPAの活動例
タイ
2005～2006タイの6つの病院で、5000組以上のカップルを対象に、カップ
ル間や母子間のHIV感染防止対策を指導。
また、産前健診に来たカップルにはHIV検査サービスやカウンセリングを
行い、男性のより積極的な育児へ参加を指導。
スワジランド
現地のNGOと協力して、HIVの母子感染の予防のための情報・検査・カウ
ンセリングサービスを提供 また産前健診時などの男性の積極的参加を、
指導。
フィリピン
男性を対象にリプロダクティブ・ヘルスに関する教育キャンペーンを展開
し、男性とそのパートナーがこれらの問題について話し合う場を提供。
男性対象の避妊手術
リプロダクティブ・ヘルスとジェンダー
避妊のジェンダー分析
30%
23%
11%
世界の避妊の方法別割合
女性の不妊手術
男性の不妊手術
注射法
ピ （経 避妊薬）
4%
6%14%
ル 口
コンドーム
子宮内膜避妊具（IUD）
伝統的方法
4%
12%
Source: United Nations.2011 World Contractive Data Sheet
男性対象の不妊手術
世界の女性の不妊手術率30%に対して
男性の不妊手術率4%とかなり低い
李順強（Li Shunqiang) 
重慶李順強男科医院 院長（中国・四川省）
痛みがより少なく
施術時間がより短く
失敗率がかなり低い
精管結紮手術（パイプカット）
No‐scalpel Vasectomy (NSV)
1974年より実用化
各国でのNSV事例
イラン 1993年までのNSV手術は0件
1993～1994 500の育成コースが開催
460名の医者を育成
375,000人の手術を実施 （0％→3.5％）
中国 1000万件を超える男性手術数（1974～）
インド 1998年～ UNFPAと協力してNSVを実践
NSV手術率 0.7%（1997年）⇒3％（2003））
Source: WHO
ラテンアメリカ メディア・キャンペーン・Primary-care levelでの手術が可能
NSV手術が4倍に
フィリピン 年間20人（2000）⇒年間2000人
40カ国以上で避妊法として使用され、術後2年間の有効率は98％
世界の避妊の方法別割合で・・・女性の不妊手術は30%
男性の不妊手術は 4% 
一方、これらの国々では・・・
女性の不妊手術 男性の不妊手術
8%
11%
15.9%
14.6%
21% 22%
13.7%
19.5%
イギリス
(2008/9)
カナダ
(2002)
オーストラリア
(2001/2)
ニュージーランド
（1995）
Source: World Contraceptive Use 2011
女性の不妊手術
男性の不妊手術の方が負担が
少ない
男性の手術より複雑で費用がかかる。術後も
数日の自宅療養が必要、１週間程度、重労働
ができない。
男性の不妊手術
手術が簡単で、すぐに帰宅できる。費用が安い。
術後の回復が早い。
一方で・・・
途上国や先進国に関係なく、各コミュニティに根強く存在している
ジ ンダ に基づく暴力ェ ー
社会的・経済的差別
性と生殖に関する健康（SRH）に関する不公平
有害な伝統的慣習
そして個々人のジェンダー問題への潜在的認識 など様々な原因が
女性や少女たちの立場をより脆弱なものにしている。
そのため、全ての開発プログラムや政策が積極的に
男性の共同参画を推進するものであり、
ジェンダー・バランスを重要視したものでなければ
ジェンダーの平等は成功しえないのである。
Thank you !
国連人口基金（UNFPA）東京事務所
〒150 0001 東京都渋谷区神宮前5 53 70 国連大学ビル7階
ご静聴ありがとうございました
-  - -
TEL: 03-5467-4684 FAX: 03-5467-8556
tokyo.office@unfpa.or.jp
www.unfpa.or.jp
参考資料
第5回アフリカ開発会議（TICAD V）
～躍動のアフリカと手を携えて～
主要テーマ
• 「強固で持続可能な経済」
• 「包摂的で強靱な社会」
• 「平和と安定」
横浜、 2013年6月1-3日
公式サイドイベント
『妊産婦の健康に対する投資の効果：「家族計画2020」と
「アフリカの妊産婦死亡削減加速化キャンペーン(CARMMA)」』
シンポジウム開催（6月1日）
登壇者：
 福田康夫元首相、TICAD IV議長
エレン・サーリーフ大統領（リベリア)
ノーベル平和賞受賞者
ジョイス・バンダ大統領（マラウイ）
ババトゥンデ・オショティメイン
UNFPA事務局長
テドロス・アダノム外相（エチオピア）
テウォドロス・メレッセIPPF事務局長
阿部俊子外務大臣政務官
総合司会 ジョイセフの冨永愛アン
バサダー
公式サイドイベント
『妊産婦の健康に対する投資の効果：「家族計画2020」と
「アフリカの妊産婦死亡削減加速化キャンペーン(CARMMA)」』
UNFPA事務局長
ババトゥンデ・オショティメイン
 アフリカは避妊薬に対する満たされないニーズに応えることで妊産婦死亡を削減
できるにも関わらず、昨今家族計画への支援が減少傾向にあると指摘
 家族計画は命を救うだけでなく人々の健康改善につながり 地域社会が強化さ、
れ、経済成長を促すと指摘
 さらに各国政府と開発パートナーは家族計画事業の実施公約と資金を倍増すべ
きであると言及
 いかなる女性も出産で死亡してはならないと強調し、国連人口基金はアフリカで
の妊産婦健康改善プログラムを引き続き支援していくことを国際社会に保証
リベリア大統領
公式サイドイベント
『妊産婦の健康に対する投資の効果：「家族計画2020」と
「アフリカの妊産婦死亡削減加速化キャンペーン(CARMMA)」』
ノーベル平和賞受賞者
エレン・サーリーフ氏
 世界で毎年28万人を上回る妊産婦が死亡
していることに触れ そのうち56％がアフリカの、
サハラ以南で起きていると指摘
 その解決のためには、今よりさらにスピード
を上げ、家族計画の普及に努め、改善を図る必
要性がある
ラウイ大統領
公式サイドイベント
『妊産婦の健康に対する投資の効果：「家族計画2020」と
「アフリカの妊産婦死亡削減加速化キャンペーン(CARMMA)」』
マ
ジョイス・バンダ氏
 自国の妊産婦死亡率を1990年の10万件あたり1100からこの
20年間で460へと大幅に削減した実績に触れつつも、
 「MDG5の実現のために、出生10万当たり115まで減らさなけ
ればならない」と述べ、目標達成のためにもさらなる支援を訴え
た
平成25年度NWEC国際シンポジウム
男性にとっての男女共同参画
～男性介護者交流会の取組み～
静岡市女性会館指定管理者
特定非営利活動法人
男女共同参画フォーラムしずおか
静岡市の位置
2NPO法人男女共同参画フォーラムしずおか
静岡市の概要
人口 (2013年7月末現在) 
総数：7１9,681人
男性：350,654人
女性：369,027人 （住民基本台帳＋外国人登録）
世帯数：303,931世帯
2003年に静岡市と清水市が合併
3NPO法人男女共同参画フォーラムしずおか
2005年に政令指定都市となる
葵区、駿河区、清水区の３区からなる
市街地を上空から見ると･･･
4NPO法人男女共同参画フォーラムしずおか
女性会館は駿府城公園のすぐ近く
5NPO法人男女共同参画フォーラムしずおか
静岡市女性会館とは
女性をとりまく諸問題を解決し、男性と女性が
性別役割分担意識にとらわれず 互いに協力し、
合いながら社会の発展をめざす「男女共同参画
社会」実現のための学習や活動の拠点となる施
設として1992年6月に開館。
葵生涯学習センターとの
複合施設。
6NPO法人男女共同参画フォーラムしずおか
2007年4月から
指定管理者制度導入
これまでの取組み
7NPO法人男女共同参画フォーラムしずおか
フォーラムしずおか
1995年に開講した
女性の人材育成講座「アイセル女性カレッジ」
１期～６期の修了生有志が中心となって設立
女性会館のインキ ベ タ 機能から誕生
8NPO法人男女共同参画フォーラムしずおか
・ ュ ー ー
・ニーズの当事者がサービスの提供者に
（ユーザーが事業の主体に）
これまでの歩み
年度
立2005年 法人設静岡市女性会館の一部業務を受託
2006年 静岡市女性会館指定管理者募集に応募公開審査会に臨む
2007年 第1期静岡市女性会館指定管理者に決定5年間の指定管理業務、始まる
2011年 静岡市から5年間の総合評価を受ける
9NPO法人男女共同参画フォーラムしずおか
第2期静岡市女性会館の指定管理者募集に応募
2012年 第2期静岡市女性会館の指定管理者募集に決定5年間の指定管理業務始まる
行動計画に基づく事業展開
基本的施策
施策1 男女共同参画の視点に立った社会制度・慣行の見直し
施策2 男女の人権を尊重する教育や学習の充実と意識改革
施策3 政策・方針決定の場への女性の参画拡大
施策4 地域における男女共同参画の推進
施策5 労働の場における男女共同参画の確立
施策6 家庭生活と職業その他の社会における活動の両立
10NPO法人男女共同参画フォーラムしずおか
施策7 世界的視野のもとでの地域社会の一員としての活動支援
施策8 女性に対する暴力の根絶
施策9 生涯を通じた男女の健康支援
「第2次静岡市男女共同参画行動計画」
 女性のチャレンジ支援の一環として、自分へ
の信頼感や自信を高める事業
これまでの主催事業の分類
 多様な生き方を認め、自分らしさを考える事
業
 子育て支援の事業
11NPO法人男女共同参画フォーラムしずおか
 生涯を通じた健康支援の事業
 女性への暴力防止に関する事業
これまでの男性向け事業の切り口
対 象 内 容
一般 家事を積極的にする男性、育児を楽しむ男性を増やすための意識啓発
若い世代の未婚男性 デートDVを防止するための大学への出前講座
子育て世代の男性 ワーク＆ライフバランスについてのトークセッションや親子で参加のWSなど
団塊世代の男性 生活自立のための買い物や調理実習、衣服の管理等を学ぶ連続講座
12NPO法人男女共同参画フォーラムしずおか
事例① 広く一般に向けて
カジダン・イクメンフォトコンテストは
静岡発！
カジダン（家事を積極的にする男性）、
イクメン（育児を楽しむメンズ）の
写真を広く募集し、
男女共同参画週間(6月23日～29日）に
展示し、最優秀賞を発表！
13NPO法人男女共同参画フォーラムしずおか
2013年の応募作品は152点
県外からも応募多数！
事例② 若い世代の男性に向けて
デートDV防止講座は
大学に出掛け 出前講座て
・2007年 常葉学園大学
・2008年 静岡県立大学短期大学部
・2009年 英和学院大学
・2010年 静岡大学
・2011年 静岡大学
2012年 静岡県立大学・
・2013年 静岡県立大学
14NPO法人男女共同参画フォーラムしずおか
事例③ 子育て世代の男性に向けて
・ワーク＆ライフバランスを考える講座で
子育てや地域に関わる大切さを
・ママをひとりにしてあげる
新米パパとママの講座は大人気
15NPO法人男女共同参画フォーラムしずおか
事例④ 団塊世代に向けて
生活自立のための講座
食材の買い物 料理、
おしゃれ
簡単な裁縫(ボタン付)
衣服のたたみ方・ブラッシング
16NPO法人男女共同参画フォーラムしずおか
理事会の評価はNO！
• 単に多くの参加があればいい
のか？
• 生涯学習センターやカル
チャーセンターの講座との違
いは何か？
• 社会の動き、地域課題に合っ
た企画か
17NPO法人男女共同参画フォーラムしずおか
？
• 困難を抱えている男性の役に
立っている企画か？
これまでの課題
①男性受講者増はあくまでも「結果」
受講者を講座 消費者 施設 通過者としな ためには→ の 、 の い
②生涯学習センター等との差別化
→ 女性会館が支援すべき対象男性とは
③受講が、個人の楽しみにとどまっている
性別役割分担意識から脱却した地域活動 地域貢献
18NPO法人男女共同参画フォーラムしずおか
→ 、 へ
④内容が意識啓発にとどまっている
→ 男女共同参画の視点のある課題解決力をつけるには
男性介護者交流会の取組み
19NPO法人男女共同参画フォーラムしずおか
企画の背景 静岡市の現状 ①
人口は減少、少子高齢化が加速
20NPO法人男女共同参画フォーラムしずおか
企画の背景 静岡市の現状 ②
単身世帯が増加
ひとり親と子ども
21NPO法人男女共同参画フォーラムしずおか
男性介護者に着目
介護をめぐる家族関係の変化
嫁による介護から実子介護へ
夫婦間介護で、夫が介護者となる場合の増加
実子介護で、息子が介護者となる場合の増加
しかし、男性介護者の姿は見えない
22NPO法人男女共同参画フォーラムしずおか
男性介護者向け事業の概要
ねらい
ジェンダー規範の強い男性が介護者同士の交流を図ること
で、悩みを共有し合い、介護のスキルや支援の情報を交換
し合って、孤立化を防ぐ
対象
親または配偶者の介護に携わる50代以上の男性
テーマ
介護とジェンダー
連携先
地域包括支援センター、静岡県介護・実習普及センター
23NPO法人男女共同参画フォーラムしずおか
これまでの実施プログラム
年 度 回 数 内 容 講 師
2010 全2回
講演会「男性介護の実態」
交流会（参加者同士のフリートーク）
立命館大学教授
津止正敏さん
介護実技講習
介護講師ねっと
柴美重子
交流会（参加者同士のフリートーク）
社会福祉士
野島稔さん
2011 全3回 講話「男性介護者を取り巻く最近の状況」交流会（参加者同士のフリートーク）
立命館大学教授
津止正敏さん
交流会（参加者同士のフリートーク）
心理カウンセラー
松林三樹夫さん
24NPO法人男女共同参画フォーラムしずおか
交流会に特化したプログラムへ
年 度 回 数 内 容 講 師
2012 全7回 交流会（参加者同士のフリートーク） メンズサポートしずおか木村幸男さん
• 広報
広報しずおか掲載やチラシの配布
2013
全12回 交流会（参加者同士のフリートーク） メンズサポートしずおか木村幸男さん
全1回 介護体験発表会
立命館大学教授
津止正敏さん
静岡新聞、NHK静岡放送局等にも
協力要請し、新聞ラジオで知らせる
25NPO法人男女共同参画フォーラムしずおか
交流会の工夫
参加者がジェンダー規範にしばられないように、フェミニ
ストカウンセリングを学んでいる職員を担当にした。
参加者と同年代の「メンズサポートしずおか」の代表に
ファシリテーターを依頼し、新聞の切り抜きを使うなど、
毎回上手な話のきっかけづくりに努めてもらった。
お茶やお菓子を準備し、和やかにリラックスして話がで
きる雰囲気を作った。
交流会のルールを決め 毎回 そのルールを伝えて、 、 、
初めての参加者も安心して交流できるように努めた。
参加者の主体性を尊重し、開催日や開催時間の設定
等、参加者が話し合って決めることができるようにした。
26NPO法人男女共同参画フォーラムしずおか
参加者の声
• 遠距離介護など様々な介護形態、生活形態があることを知っ
た。涙を流してもいい交流が持て、生き方の参考になる。
• 91歳のアルツハイマーの母と2人暮らしで、話せる友だちが
いなかった。
• 新しい知識、情報の取得の場であり、加えて、同じ経験をし
た人の声を聞ける心の癒しの場でもある。
• 会に参加していなければ、事件（妻を殺して自分も死んでい
た）を起こしていたかもしれない。
• 皆さんが真剣に私の話を聞いて
くれて、肩の荷を下ろすことができた。
27NPO法人男女共同参画フォーラムしずおか
現在の状況
 2012年9月開始の男性介護者交流会は、毎月欠かさず
開催。2012年度の参加者はのべ61人。
年 月には自発的に忘年会を行 た 2012 12 っ 。
 2013年度も毎月開催し、毎回10人前後が参加。
 2013年7月には3人の参加
者の協力で、「男性介護者
体験発表会」開催。
放 ジ
28NPO法人男女共同参画フォーラムしずおか
 8月には地元民 ラ オに
出演。男性介護者自ら体験
を交えて参加を呼びかけた。
今後の課題
 介護は女性役割とみなすジェンダー規範が支配する中で、
男性介護者の苦しさに寄り添い、その受容の過程をサポー
トすること 社会的孤立を防ぐこと。 。
 自主的な自助グループづくりへのサポート。
 利用できるサービスの最新情報提供と専門機関の紹介。
さらに
 介護は女性役割とみなすジェンダー規範が支配する中で、
介護される女性の辛さに介護する男性側が気づくことがで
きるよう、女性被介護者の気持ちに寄り添ったサポート。
 介護を個人的な問題と捉えずに、男性介護者自身が介護に
まつわる問題を社会に発信し、制度を変えていくこと。
29NPO法人男女共同参画フォーラムしずおか
ご清聴ありがとうございました。
30NPO法人男女共同参画フォーラムしずおか
カンボジアの男女平等と男性
「女性は経済・社会活動の基盤」 「女性を助けることは自分を助けることです」 「すぐれた男性は女性を尊重する」
法と政治：
- 憲法
- 成長、雇用、平等、
能率の四角戦略
- 国家戦略開発計画
- カンボジア・ミレニ
アム開発目標
- 女性省の 5カ年計画
「ニアリー・ラッタ
ナー- Neary Rattanak -
（女性は貴石）」
- カンボジア全国女性
連盟（CNCW）戦略
計画
- 女性に対する暴力防
止に関する国家行動
計画（NAPVAW）
女性関連機構：
- 女性省（MOWA）
- カンボジア全国女性
連盟（CNCW）
- ジェンダー分野の技術
作業部会（TWG-G）
- 女性と子どもの諮問
委員会（WCCC）
- 関係省庁のジェンダ
ー主流化活動グルー
プ（GMAGs）
最高指導者と男女平
等：
- 王妃：CNCW名誉会長
-首相：CNCW名誉副会
長
「女性を助けることは自
分を助けることです」と
首相は語る。
-女性省大臣：CNCW会長
男性を男女平等に参加させる活動
男女平等に関する省庁間
会合と女性差別撤廃条約
のモニタリング会合：
- 警察と司法機関からの情報
提供
- 女性問題への関心を高める
ため、男性を指導者、警察
官、司法官等として参加さ
せる
- テーマと基本的な価値観：
• パートナーの男女間の相互の尊重
• 合意による世帯内の意思決定
• 家事分担
• 対立の解決
• 男性と青年が、同世代の仲間やその子どもたちのロールモデル
となる
- 対象：以下の方法でメッセージを伝えたカンボジアの男性と青年
（15歳から49歳まで）350万人：
• マスメディアによるメッセージ発信
• 漫画、Tシャツ、カップ、帽子などを活用したキャンペーン
• 演劇、視覚芸術展覧会、スポーツ大会、学校での介入、活動や
ボランティアを通じて青少年を参加させる活動
目的：
- 女性に対する暴力を恒久化
する男女の規範に異を唱え、
疑問を呈する
- 多様な「男性のあり方」へ
の理解を深める
- 男女平等に対する態度と行
動に変化を促す
作成者：Ms. Sotheavy（CNCW），Ms. Vika Vith（MOWA）（2013）
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モンゴルの伝統的な
住居―ゲル
モンゴルの伝統的な
住居-ゲル-の
見取り図
男女平等政策– モンゴルのゲルの構造
（調査結果）
モンゴルの人口の
49.6%が男性
ホイモル（Hoimor）―
入口と反対側のゲルの
奥まった場所、上座
ゲルの上座は伝統的に世
帯主が座る場で、妻はそ
の東側、子どもは西側に
座る
太陽光発電パネル
仏像と家族写真を
安置する戸棚
椅子
寝台
支柱
食料袋
保温器
容器
薪
木の扉
パラボラアンテナ
テレビ・
ラジオ
の棚
煙突付き
ストーブ
水容器
台所戸棚
5.
6%
モンゴルの男女平等政策
男女平等促進に関するモンゴル法によると：
・ 政治的に任命された公務員の男女の割合はいずれも
ならない。
・ 行政のあらゆるレベルで意思決定権を持つ地位にある者の男女の割合
はいずれも40%未満であってはならない。
・ 軍、国境または国内警備隊、警察、情報機関、法廷判決執行機関、お
よび緊急事態管理局を除く、特別公共機関の公務員の男女の割合はい
ずれも40%未満であってはならない。
・ 公共サービス機関の管理職の男女の割合はいずれも
ならない。
男女平等法は施行されているが、男性の全面参加は得られていない。
全国でさまざまなキャンペーン、研修、セミナー、ワークショップが開かれて
いるが、女性が世帯主の割合は5.6%しかない。この数字は私たち全員に対する
警告である。
政府の主導により、教育科学省は子どもの能力の向上と開発に重点を置いた「本
（Book）」「能力（Talent）」「教師（Teacher）」というプログラムを実施している。
これらのプログラムは、子どもへの支援を目的とし、その健康と能力開発に注目し
寝台
交流発電機
風力発電
タービン
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男性は、女性が地方や
国の政治に参加し指導
力を発揮することに敬
意を払う 
 
男性が同じ民族の女性
の能力開発プロジェク
トに参加。 
性 
父親の育児休暇
（15日間）の促進 
男性と女性は、特に性的暴力
の問題解決のため取組まなけ
ればなりません。男性も、女
性に対するあらゆる暴力を防
止し廃絶する解決策の一部の
役割を担っているからです。 
男女平等 
 
男性も少年も、雑誌、ウェブ
サイト、書籍などの男性向け
メディアで、男女平等とフェ
ミニスト理論についての情報
を発信します。 
男性も少年もジェンダ
ーの多様性を認識し、
男女共同参画運動に参
加します。 
    
男女共同参画：幸福とは理解し分かち合うこと 
 
2006年の男女共同参画法では、男女平等という考え方を、男女が平等の役割と立場を持ち、地域の発展と家族のために能力を伸ばす平等の機会が
与えられ、その発展の成功による恩恵を平等に享受できることと定義しています。 
この男女平等の条項と、男女平等の基本原則にもとづく規定にしたがい、ベトナムは性別による偏見をなくす政策を構築し、女性の地位向上のさ
またげとなる伝統的な男女の役割に変化をもたらしつつあります。 
 
共同で農作業        育児はいっしょに     家事の分担によって夫は妻への           父娘で釣りに 
           思いやりを深められるようになります 
  
 
 力を合わせて料理コンテスト 父と息子       パパもママも先生       女の子にも男の子にも      母の家事を手伝う息子 
                                            就学の機会を  
社会と家族、政治、経済、労働、教育と訓練、科学技術、文化、情報、スポーツと健康などの分野で男女平等を確立するには、国民一人一人に、
あらゆる男女差別を批判し防止する責任が求められます。家族の中では男の子も女の子も公平に扱い、教育、労働、その他の活動への参加に平等
の機会が与えられなければなりません。 
平成 25年度 NWEC国際シンポジウム 男性にとっての男女共同参画
2013 NWEC International Symposium Gender Equality for Men
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研修生プロフィール
カンボジア
ヴィカ・ヴィト
女性省
法的保護担当官 大臣補佐
法的保護および女性に対する暴力に関するフォーカルポイントとして、女性や少女が
法的保護を平等に享受できるような仕組み作りに従事しています。ジェンダーに関する
法律やその他の関連法のコメントや見解の作成に参加し、計画作成手順を実施し、今後
の計画の戦略的方向性を定めています。関係省庁と協力して、女性に対する暴力につい
ての現行の国家行動計画作成に携わっています。
ソテアヴィ・チャン
カンボジア全国女性連盟
法務部部長
法務部の作業計画で、運営および費用に関する計画を作成し、関連機関との調整をお
こない、女性差別撤廃委員会（CEDAW）のモニタリングに関する国家報告書作成を担
当するとともに、政府の国家政策にもとづく提言をおこなう責任者でもあります。また
計画作成手順を適用して、今後の計画の戦略的方向性を定める決定プロセスの円滑化を
はかり、関係省庁とジェンダー・ネットワークとの建設的な提携関係と協力を促進して
います。
平成 25年度 NWEC国際シンポジウム 男性にとっての男女共同参画
2013 NWEC International Symposium Gender Equality for Men
··································································································
モンゴル
ナランツヤ・ジャムツ博士
文部科学省
戦略的政策立案部 担当官
文部科学省で人材育成政策および実施を担当しています。政策や人材育成の様々な問
題、ならびに学校教科書の分野の政策開発に取組んでいます。その関連で、教育におけ
るジェンダーの諸問題にも取組んでいます。文部科学省に異動になる前は研究者として
活動し、研究活動の一環として国内外で、教育におけるジェンダーの分野のいくつかの
プロジェクトに参加しました。代表的なものとしては、「モンゴルにおける女性教師の
質と地位、およびそれが EFA に与える影響」（UNESCO、バンコク、2009 年）（チー
ムの一員として参加）があります。
アリウントゥンガラグ・バヴー
モンゴル教育研究院
研究員
数学と情報科学の教師をしています。その専門と経験から、数学と情報技術の教育研
究を担当しています。数学教育に関する調査を実施し、国の新たなカリキュラムにもと
づく低学年用の算数教科書と教師教本の作成に取組んでいます。この活動は約 3 年間継
続する予定です。
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フィリピン
マリアン・クリスティン・V. デルガド
フィリピン女性委員会
企画担当官
フィリピン女性委員会技術サービス部の企画担当官です。官公庁や地方自治体にジェ
ンダーと開発（GAD）に関するあらゆる問題についての技術的支援を与えるという立場
から、パートナーとのネットワーク活動や、パートナーに対する GAD トレーニングに
中心人物として携わっています。
現在はフィリピン女性委員会技術サービス部を統括し、フィリピン女性委員会からク
ライアントである官公庁や地方自治体に技術を提供する、国家ジェンダー資源プログラ
ム(NGRP）計画作成の調整にあたっています。
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タイ
ソムスリ・チョンペンスクラート
社会開発・人間の安全保障省
女性と家族開発部ジェンダー平等推進局
社会開発担当職員
研究情報グループの一員として、タイの国連開発計画との調整役を務めるとともに、
女性の能力を高め、育成し、支援する多くのプロジェクトを実施しています。また政策
の一環として、女性基金、女性に対する暴力など、女性とその能力に取り組む様々なプ
ロジェクトを監視・評価しています。さらに、国家統計局と協力してタイの女性に関す
る統計を出し、統計基本計画に役立てています。131 の省庁の中で、ジェンダーの視点
で活動をおこなう部署が、ジェンダーにどれほど重点を置いているかを監視し評価する
調査や、陸軍士官学校男子学生の男女平等に対する態度についての調査を実施した経験
があります。現在は、タイ南部に住むイスラム女性の潜在能力育成と地位向上のプロジ
ェクトを担当しています。
ウングスラク・プロムスワン
チェンマイ大学 人文科学学部 女性学研究センター
研究員
チェンマイ大学女性学研究センターで研究者として 3 年間研究活動に従事しました。
現在は、女性の司法制度の利用、女性に対する家庭内暴力、地域開発への女性の草の根
参加に関する研究に取組んでいます。学部課程で女性学を教えており、専門はジェンダ
ーとメディア、ジェンダーの多様性（GLBTIQ）、ジェンダー運動論です。また 2010 年
からは、タイのフェミニスト・レビュー誌『スタンス（STANCE）』のコーディネータ
ー兼編集補佐も務めています。
平成 25年度 NWEC国際シンポジウム 男性にとっての男女共同参画
2013 NWEC International Symposium Gender Equality for Men
··································································································
ベトナム
グエン・チ ツ・ハ
ベトナム国家女性の地位向上委員会
労働傷病兵社会福祉省男女共同参画局
政策企画上級担当官
国家男女平等プログラムのプロジェクト 3 とプロジェクト 5、すなわち「国会および
あらゆるレベルの人民委員会の女性議員、管理および指導的立場にある女性、国会およ
び人民委員会議員の女性立候補者、昇進を計画している女性官僚のための能力育成」と
「男女差別のある、またはその危険性の高い領域、部門、地域、地方における男女平等
実施の支援」を推進するための技術援助を担当しています。また、人権と男女平等に関
する国家報告書の作成にも協力しています。男女平等と女性の地位向上のためのプロジ
ェクトを数多く策定・実施し、広報誌『女性と進歩 (Women and Progress) 』の出版
責任者でもあります。
グエン・チ タン・フォン
ベトナム女性連合 家族社会問題局副局長
豊かで平等で進歩的で幸せな家族の構築のために、広報活動を通じて女性の支援活動
を実施するとともに、生活の様々な分野における男女平等の実施をめざして、女性やコ
ミュニティの力を結集し意欲を高める活動を指揮しています。また子どもの栄養不良、
疾病、死亡の発生率を減らし、青少年の非行や社会悪を抑え、幸福で持続可能な家族の
構築に貢献するため、父母に 16 歳未満の子どもを指導する知識と技能を与える国家計画
「500 万人の母親育児教育（2010－2015）」を実施しています。ベトナム女性連合の「5
つのノーと 3 つのクリーンをスローガンにした家族構築キャンペーン」の統括責任者で
もあります。
